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どれぐらいハエを捕獲することができ
たのか実際に使用していないのでその
利便性はわかりませんが、当時は人気
商品だったようで海外にも輸出された
ようです。

今後も地域で育まれてきた歴史文化を
掘り起こして紹介し、後世に伝えるべ
くさまざまな活動を続けていきます。
引き続きみなさまのご支援とご協力を
お願いいたします。

　

現
在
、
文
化
博
物
館
で
は
令
和

５
年
春
季
特
別
展「
國
府
克
展
―
山

の
魅
力
に
惹
か
れ
て
―
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。
國
府
克
氏
は
、
昭
和
12

年（
１
９
３
７
）に
京
都
府
船
井
郡

富
本
村（
現
南
丹
市
八
木
町
）に
生

ま
れ
、地
元
の
八
木
中
学
校
か
ら
京

都
市
立
日
吉
ヶ
丘
高
等
学
校
美
術

工
芸
科
日
本
画
コ
ー
ス
を
経
て
、本

格
的
に
日
本
画
家
と
し
て
の
活
動

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

國
府
氏
の
手
掛
け
る
作
品
は
、広

大
な
原
野
や
荘
厳
な
山
々
、
人
々

の
暮
ら
し
の
情
景
な
ど
様
々
な
も
の
が
モ

チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
57
年
か
ら

は
Ｋ
２
（
カ
ラ
コ
ル
ム
）や
エ
ベ
レ
ス
ト
な

ど
世
界
有
数
の
山
岳
を
眼
前
に
取
材
し
、
作

品
と
し
て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、

日
本
の
富
士
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を

多
く
制
作
す
る
な
ど
、
山
々
か
ら
感
じ
ら
れ

る
圧
倒
的
な
生
命
力
を
写
実
描
写
で
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
國
府
克
氏
の
約
60
年
に
渡
る

画
業
を
、
初
期
か
ら
近
年
ま
で
の
作
品
約

１
２
０
点
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
や
素
描
な

ど
の
関
連
資
料
か
ら
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

２
月
21
日（
火
）か
ら
３
月
26
日（
日
）ま
で

が
前
期
、同
31
日（
金
）か
ら
５
月
７
日（
日
）

ま
で
を
後
期
と
し
、
前
後
期
で
大
半
の
作
品

が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
前
期
に
一
度
ご
観
覧

い
た
だ
い
た
方
も
引
き
続
い
て
楽
し
め
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■南丹市立文化博物館受付にて販売予定です。

今
回
は
博
物
館
の
変
わ
っ
た

収
蔵
品
を
紹
介
す
る
で
。

文
化
博
物
館
は
平
成
10
年

11
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

ド
バ
く
ん
に
は

ほ
ど
遠
い
け
ど
…

25
年
…

い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
な
ぁ
…

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

博
物
館
で
い
ら
れ
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。

今
年
で
25
才
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
見
た
こ
と

あ
る
や
ろ
か
？

ハ
エ
と
の
戦
い
は

昔
か
ら

あ
っ
た
ん
や
な
。

國
府
克
展

―
山
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
―

前期：	令和５年２月２１日（火）～３月２６日（日）
後期：		 ３月３１日（金）～５月７日（日）

令
和
５
年
春
季
特
別
展

山中湖の富士（2007年）

寂光（1969年）牛（2006年）

園部城

どきタマちゃんA どきタマちゃんB

ご当地B
（ひよし・みやま）

ご当地A
（そのべ・やぎ）

博物館オリジナル
ふせん完成！！

（全５種類）
2023年５月初旬販売開始予定

ハエ捕
と

り機
き

商品名「ハイトリック」

使い方
Aのローラーに砂糖水や酢・油な
どを塗っておく➡Bのゼンマイをま
わすとAがゆっくり回転➡においに
誘われてハエはAにとまる➡とまっ
たハエは、回転にあわせて下の部
屋に…➡そこから穴を通って網の
部屋Cへと誘導される。

ハエ捕り機
商品名「ハイトリック」

A

C
B



展示会
回顧録

2022

▲夏季展「垣内古墳」

▲秋季展「街道」

▲収蔵品展「映画ポスターからたどる南丹市の映画文化」

田貫・佐々江・大谷・田原・世木・
しわか・上野・久保・家田村・木住谷・
しつみ谷ノ図　
安永年間頃（1772 ～ 80）　南丹市蔵

画面上部分から胡麻川・田原川・木
住川・中世木川の川筋周辺が描かれ、
下部分で大堰川（桂川）へと合流しま
す。赤色の線は道で、描かれている
範囲は現在の南丹市日吉町域の大部
分となっています。画面の上部中央
の「北」と記されている直下には、「ゑ
び坂道」とあり、海老坂峠が示され
ています。

絵図裏に「山国之図」と
記され、中央の大堰川
（桂川）を中心に、下部
分の京都市右京区京北
下町付近から上部の同
市左京区花脊大布施町
周辺まで描いています。

山国之図　
安永年間頃
（1772 ～ 80）　
南丹市蔵

　

な
お
、『
丹
波
志
』は
永
戸
氏
ら
の
死
去

に
よ
り
完
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
後
の

寛
政
六
年（
一
七
九
四
）に
茂
正
の
子
で
あ
る

正
路
が
福
知
山
藩
主
朽
木
氏
の
命
に
よ
り
天

田
・
氷
上
・
多
紀
郡
の
部
分
を『
丹
波
志
』と

し
て
全
二
〇
巻
・
二
五
冊
に
ま
と
め
ま
し
た

が
、
同
書
に
は
権
左
衛
門
の
調
査
成
果
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
権
左
衛

門
は
独
自
に
丹
波
国
六
郡
を
そ
れ
ぞ
れ
に
ま

と
め
た
冊
子
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
各

村
の
石
高
・
領
主
・
寺
社
・
遺
跡
・
伝
承
な
ど

が
記
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
よ
う
す
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
権
左
衛
門
が
残
し
た
史

料
群
は
、
地
誌
編
纂
の
調
査
過
程
で
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
人
の
郷
土
史
研
究
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

文
字
権
左
衛
門
は
丹
波
国
桑
田
郡
岩
江

戸
村（
南
丹
市
美
山
町
三
埜
）の
庄
屋
役
を
つ

と
め
た
人
物
で
、
福
知
山
藩
士
の
古
川
茂
正

と
篠
山
藩
士
の
永
戸
貞
著
ら
が
計
画
し
て
い

た
丹
波
国
六
郡
の
地
誌
で
あ
る『
丹
波
志
』の

編
纂
に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

　

権
左
衛
門
は
明
和
七
年（
一
七
七
〇
）か
ら

安
永
七
年（
一
七
七
八
）に
か
け
て
、桑
田
郡
北

部
を
中
心
に
船
井
・
何
鹿
郡
の
地
域
を
精
力

的
に
調
査
し
て
い
ま
す
。
調
査
に
際
し
て
は

永
戸
氏
か
ら
確
認
し
て
欲
し
い
事
項
や
現
地

の
絵
図
の
作
成
な
ど
、
書
状
で
様
々
な
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
権
左
衛
門
は
後
に
そ
れ
ら

の
書
状
を
紙
継
し
一
書
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
調
査
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
絵
図

に
関
し
て
は
、丹
波
国
全
域
、南
丹
市
日
吉
町

周
辺
地
域
や
山
国
周
辺
地
域（
京
都
市
）な
ど

広
範
囲
を
描
い
た
も
の
や
、
中
世
城
郭
跡
の

よ
う
に
対
象
を
限
定
し
た
も
の
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

最
も
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は「
山
」の
漢
字

を
多
数
使
用
す
る
山
地
の
描
き
方
で
、
そ
の

表
現
方
法
は
独
特
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
村
や
河
川
の
位
置
関
係
な

ど
は
お
お
よ
そ
把
握
し
て
描
い
て
い
る
と
い

え
、
実
際
に
現
地
を
調
査
し
た
こ
と
が
反
映

さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

峠
の
名
称
な
ど
も
随
所
に
書
き
込
ま
れ
て
お

り
、
絵
図
の
作
成
年
頃
に
お
け
る
呼
称
が
う

か
が
え
て
参
考
と
な
り
ま
す
。

　

文
化
博
物
館
で
は
令
和
４
年
度
に
５
つ
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は「
る
り
渓
」名
勝
指
定
90
周
年

記
念
・
春
季
企
画
展「
る
り
渓
と
南
丹
の
名

所
」（
開
催
期
間
：
令
和
４
年
４
月
２
日
～

５
月
15
日
）で
し
た
。

　

南
丹
市
園
部
町
の
南
西
部
に
位
置
す
る

る
り
渓
は
、「
滑な
め
ら

」と
呼
ば
れ
て
お
り
、
江
戸

時
代
に
は
園
部
・
亀
岡
・
篠
山
の
諸
藩
士
た

ち
が
遊
興
に
訪
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
明
治
38
年（
１
９
０
５
）に
船

井
郡
長
三
宅
従
陰
と
西
本
梅
小
学
校
校
長
竹

内
源
太
郎
が
訪
れ
た
際
に
、
渓
谷
の
美
し
さ

に
感
動
し
、「
る
り
渓
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
「
る
り
渓
と
南
丹
の
名
所
」で
は
、
る
り

渓
の
名
称
指
定
の
あ
ゆ
み
や
環
境
だ
け
で

な
く
、
近
年
の
開
発
に
も
焦
点
を
当
て
て
紹

介
し
、
江
戸
時
代
の
地
図
や
開
発
時
の
写
真

な
ど
を
使
用
し
て
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
る
り
渓
十
二
勝
」、「
園
部
八
景
」に

つ
い
て
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
か
ら
10
月
10
日（
前
期
：８
月
６

日
～
９
月
４
日
、
後
期
：９
月
９
日
～
10
月

10
日
）ま
で
は
夏
季
企
画
展「
没
後
25
年 

麻

田
浩
―
心
に
映
る
風
景
―
」（
１
階
常
設
展

示
室
）と
夏
季
特
別
展「
垣
内
古
墳
―
発
掘

50
年
を
ふ
り
か
え
る
―
」（
２
階
企
画
・
特

別
展
示
室
）を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　

麻
田
浩
は
南
丹
市
八
木
町
出
身
の
日
本
画

家
、
麻
田
辨
自
を
父
に
、
同
じ
く
日
本
画
家

の
麻
田
鷹
司
を
兄
に
持
つ
、
美
術
家
の
一
家

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
同
志
社
大
学
経
済
学
部

在
学
中
か
ら
新
制
作
協
会
展
に
出
品
す
る
な

ど
の
活
動
を
始
め
、
卒
業
後
に
就
職
し
た
株

式
会
社
大
丸
を
昭
和
37
年（
１
９
６
２
）に

退
職
し
た
後
は
、
画
家
一
本
で
の
生
活
を
始

め
ま
し
た
。
昭
和
46
年
か
ら
は
渡
欧
し
、
パ

リ
を
拠
点
に
し
な
が
ら
も
、
日
本
の
新
制
作

展
や
安
井
賞
展
な
ど
に
出
品
を
続
け
ま
す
。

昭
和
57
年
、
50
歳
で
帰
国
し
、
京
都
市
立
芸

術
大
学
西
洋
画
科
の
教
授
を
務
め
な
が
ら
、

滞
欧
時
か
ら
制
作
し
て
い
た
石
や
水
な
ど

の
自
然
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
原
風
景
」

や
、「
原
都
市
」と
名
付
け
た
廃
墟
や
人
工

物
を
描
い
た
作
品
を
描
き
ま
し
た
。
平
成
３

年（
１
９
９
１
）に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

次
第
に
宗
教
的
・
精
神
的

な
テ
ー
マ
に
傾
倒
し
て
い

き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界

観
に
着
想
を
得
た
作
品

を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
展
で
は
麻
田
浩
の

初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
油

彩
画
、
版
画
、
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
な
ど
お
よ
そ
１
３
０

点
を
展
示
し
、
麻
田
浩
の

全
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
垣
内
古
墳
―
発
掘
50

年
を
ふ
り
か
え
る
―
」で

は
発
掘
調
査
か
ら
50
年
を
迎
え
た
園
部
垣
内

古
墳（
南
丹
市
園
部
町
内
林
町
）を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

垣
内
古
墳
は
４
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
全

長
84
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、
周
濠
を

含
め
た
全
長
は
１
０
７
メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま

す
。
口
丹
波
地
方
の
前
期
古
墳
で
は
最
大
規

模
を
誇
り
、
周
辺
地
域
を
治
め
た
王
の
墓
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
垣
内
古
墳

か
ら
出
土
し
た
、
三
角
縁
神
獣
鏡
を
は
じ
め

と
す
る
鏡
６
点
、
管
玉
・
車
輪
石
・
石
釧
・
勾

玉
な
ど
の
石
製
品
や
武
器
や
武
具
に
代
表
さ

れ
る
鉄
製
品（
す
べ
て
一
括
し
て
国
指
定
重

要
文
化
財
）の
ほ
か
、
発
掘
調
査
時
の
写
真

や
発
掘
調
査
時
の
記
録
映
像
な
ど
も
紹
介
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
10
月
22
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で

は
秋
季
特
別
展「
街
道
―
人
々
の
く
ら
し
を

つ
な
ぐ
道
―
」を
開
催
し
ま
し
た
。
南
丹
市

域
に
は
、
山
陰
道
・
篠
山
街
道
・
若
狭
街
道

を
始
め
と
す
る
複
数
の
街
道
が
あ
り
、
古
来

よ
り
多
数
の
人
々
が
往
来
す
る
と
と
も
に
、

物
資
の
輸
送
や
情
報
の
伝
達
な
ど
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
在
り
方
は
時
代
に
よ
っ

て
変
容
し
ま
し
た
が
、
地
域
の
く
ら
し
や
文

化
の
形
成
に
関
係
し
て
き
ま
し
た
。
本
展
で

は
、
古
文
書
や
絵
図
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
南

丹
地
域
に
所
在
す
る
街
道
の
歴
史
や
周
辺
地

域
の
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
12
月
17
日
か
ら
同
５
年
２
月
５

日
ま
で
は
、
収
蔵
品
展「
映
画
ポ
ス
タ
ー
か

ら
た
ど
る
南
丹
市
の
映
画
文
化
」を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
展
示
会
で
は
、
株
式
会
社
そ

の
べ
ま
ち
づ
く
り
工
房
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い

た
、
園
部
劇
場
の
元
看
板
絵
師
、
吉
村
和
夫

氏
が
名
画
上
映
会「
ス
ウ
ィ
ー
ト
シ
ネ
マ
パ

ラ
ダ
イ
ス
」開
催
の
際
に
制
作
し
た
映
画
ポ

ス
タ
ー
を
は
じ
め
、
劇
場
の
広
告
や
平
面
図

な
ど
か
ら
、
南
丹
市
域
に
お
け
る
映
画
文
化

の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

文字権左衛門が

描いた絵図

学芸員ノート


